
 

その他 関係資料 

（第６回トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会関係） 

 

 

○ 運送及び運送以外の役務への対価について 

 

○ 標準貨物自動車運送約款等の一部を改正する告示案等について 

 

○ 荷待ち時間の記録義務付けについて 

 

○ 中継輸送の普及・実用化に向けた取り組みについて 

 

 

全体資料ＵＲＬ 

トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会（国土交通省ＨＰ） 
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発
地

着
地

附
帯
業
務
料

附
帯
業
務
料

等

積
込
み
料

運
賃

附
帯
業
務
料

附
帯
業
務
料

待 機 時 間 料

待 機 時 間 料

現 状〇
「運
賃
」
は
「運
送
の
対
価
」で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
以
下
の
範
囲
と
し
て
よ
い
か
。

〇
積
込
み
・取
り
卸
し
の
対
価
は
「
運
賃
」と
は
別
と
し
て
よ
い
か
。

〇
「車
両
留
置
料
」は
待
機
の
対
価
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
よ
い
か
。

は い 作 業

車
両
に
よ
る

発
地
→
着
地

の
荷
物
の
移
動

積
込
み

取
卸
し

手 待 ち

荷 造 り

出 庫 仕 分 け

検 収 ・ 検 品

縦
横

持
持

ち
ち

は い 作 業

棚 入 れ

ラ ベ ル 貼 り 等

横
縦

持
持

ち
ち

検 収 ・ 検 品

入 庫 仕 分 け

手 待 ち

整 理 案

取
卸
し
料

車
両
留
置
料

車
両
留
置
料

運
賃

＜
運
送
＞

運
送
及
び
運
送
以
外
の
役
務
へ
の
対
価
に
つ
い
て
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標準貨物自動車運送約款等の一部を改正する告示案等について（案）

１．背景

貨物自動車運送事業における適正な運賃・料金の収受等の取引環境の改善に取り組

むため、平成27年度に厚生労働省と共同で設置した「トラック輸送における取引環境・

労働時間改善協議会」の下に、「トラック運送業の適正運賃・料金検討会」（以下「検討

会」という。）を平成28年７月に立ち上げ、適正な運賃・料金収受に向けた方策等につ

いて検討を進めてきたところ。

同検討会においては本年１月に「トラック運送業における運賃・料金に関する調査」

を実施したところであるが、約３割の事業者が附帯業務料、車両留置料（手待ち時間料

金）、積込み・取卸し費用が十分に収受できていないという結果となり、十分な収受に

向けた対策の必要性が明らかになったところ。

また、十分な運賃・料金の収受のために効果的な方策について聞いたところ、「附帯

作業費・高速代」等について「運賃とは別立て」で収受できる環境を作ることが効果的

だという意見が約７割に達し、さらに同検討会においても運賃と料金を明確化すべきと

ご意見をいただいたところである。

ついては、適正な運賃・料金の収受に向け、標準貨物自動車運送約款（平成２年運輸

省告示第575号）の一部を改正するとともに、平成25年５月に策定した「トラック運送

業における書面化推進ガイドライン」及び「トラック運送業における下請・荷主適正取

引推進ガイドライン」の一部を改正することとする。

また、「運賃」とは、貨物の運送（場所的移動及び運送に必要な積付け業務）に対す

る対価とすることを明確にするため、貨物課長通達を発出することとする。

２．概要

（１）標準貨物自動車運送約款の一部改正

ア 標準貨物自動車運送約款第８条第１項に規定される運送状等の記載事項につい

て、「待機時間料」、「積込み料」、「取卸し料」等の料金の具体例を規定する。

イ 貨物の積付けについて、貨物自動車運送事業者の責任において行うことを規定

する。

ウ 貨物自動車運送事業者が料金を収受して積込み又は取卸しを行う場合に、貨物

自動車運送事業社の責任において行うことを明確化する。

エ 発地又は着地における荷待ちに対する対価を「待機時間料」と規定し、発地又

は着地における積込み又は取卸しに対する対価を「積込み料」及び「取卸し料」

と規定することで、料金の内容を明確化する。

オ 附帯業務の内容に「横持ち」、「縦持ち」、「棚入れ」、「ラベル貼り」及び「はい作

業」を追加する。

（２）標準貨物軽自動車運送約款の一部改正

標準貨物自動車運送約款と同様の改正を行う。

（３）トラック運送業における書面化推進ガイドラインの一部改正

ア 運送引受書における必要記載事項として、「料金」を追加し、その具体例として

「待機時間料」、「積込み料」、「取卸し料」及び「附帯業務料」を規定する。

イ 必要記載事項の記載要領において、「待機時間料」、「積込料」及び「取卸料」の

料金の定義を規定する。

ウ 附帯業務の内容に「横持ち」、「縦持ち」、「ラベル貼り」及び「はい作業」を追
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加する。

エ 運送引受書の基本様式を料金の内容が記載できるよう改正する。

（４）トラック運送業における下請・荷主適正取引推進ガイドラインの一部改正

ア 「運賃」とは、貨物の運送（場所的移動及び、運送に必要な定型的な積付け業務）

に対する対価とすることを明確化する。

イ （１）（２）の改正を反映させる。

（５）貨物課長通達「一般貨物自動車運送事業等における運賃及び料金について（仮称）」

の発出

「運賃」とは、貨物の運送（場所的移動及び運送に必要な積付け業務）に対する

対価とすることを明確化する。

３．今後のスケジュール（予定）

公 布 平成29年 ７月

施 行 平成29年１０月
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ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件

1運
行
の
平
均
拘
束
時
間
と
そ
の
内
訳

（
手
待
ち
時
間
の
有
無
別
）

1運
行
あ
た
り
の
手
待
ち
時
間
の
分
布

出
典
：
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
状
況
の
実
態
調
査

(H
27

)

1
3
：
2
7

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
荷
主
庭
先
で
の

長
時
間
の
荷
待
ち
時
間
・
荷
役
時
間

荷
主
企
業
と
運
送
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
荷
待
ち
時
間
の
削
減
、
荷
役

作
業
の
効
率
化
等
長
時
間
労
働
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
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荷
待
ち
時
間
の
記
録
義
務
付
け
に
つ
い
て
（
省
令
改
正
）

○
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（案
）の
概
要

１
．
背
景

今
般
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
要
因
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
荷
待
ち
時
間
の
削
減
を
図
る
上
で
、
荷
待
ち
時
間
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
荷
主
へ
の
勧
告
等
の
発
動
に
係
る
確
認
の
一
助
等
と
す
る
た
め
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
に
定
め
る
乗
務

記
録
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

２
．
概
要

（
１
）
乗
務
等
の
記
録
（第
８
条
関
係
）

第
８
条
で
は
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
及
び
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（以
下
「一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

等
」
と
い
う
。
）は
、
事
業
用
自
動
車
に
係
る
運
転
者
の
乗
務
に
つ
い
て
、
当
該
乗
務
を
行
っ
た
運
転
者
ご
と
に
休
憩
又
は
睡
眠
を

し
た
場
合
の
地
点
・
日
時
等
の
記
録
を
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
荷
主
の
都
合
に
よ
る
荷
待
ち
時
間
の
実
態
を
把
握
し
過
労

運
転
の
防
止
に
つ
な
げ
る
観
点
か
ら
、

・
集
荷
及
び
配
送
を
行
っ
た
地
点
（以
下
「
集
荷
地
点
等
」と
い
う
。
）

・
集
荷
地
点
等
へ
の
到
着
日
時
及
び
集
荷
地
点
等
か
ら
の
出
発
日
時

・
集
荷
地
点
等
に
お
け
る
荷
積
み
及
び
荷
卸
し
の
開
始
及
び
終
了
日
時

に
つ
い
て
も
乗
務
記
録
の
対
象
と
し
て
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
た
だ
し
、
車
両
総
重
量
又
は
最
大
積
載
量
が
一
定
の

ト
ン
数
以
上
の
車
両
を
対
象
と
す
る
。
）

（
２
）
適
正
な
取
引
の
確
保
（第
９
条
の
４
関
係
）

第
９
条
の
４
で
は
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
等
は
、
輸
送
の
安
全
を
阻
害
す
る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
荷
主
と
密
接
に

連
絡
し
、
及
び
協
力
し
て
、
適
正
な
取
引
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
荷
待
ち
時
間
を
解
消
す
る

た
め
に
は
荷
主
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
荷
主
の
都
合
に
よ
る
荷
待
ち
時
間
に
起
因
す
る
運
転
者
の
過
労

運
転
又
は
過
積
載
に
よ
る
運
送
の
防
止
に
つ
い
て
も
、
適
正
な
取
引
の
確
保
の
努
力
義
務
の
目
的
と
し
て
新
た
に
追
加
す
る

こ
と
と
す
る
。

３
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（予
定
）

公
布
：
平
成
2
9
年
５
月

施
行
：
公
布
の
一
月
後

公
布
：
平
成

29
年

5月
31
日

施
行
：
平
成

29
年

7月
1日
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中
継
輸
送
の
普
及
・
実
用
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

「
中
継
輸
送
」

長
距
離
運
行
を
複
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
分
担
す
る
輸
送
形
態

労
務
負
担
の
軽
減
や
人
手
不
足
の
緩
和
に
資
す
る

○
平
成
２
７
年
度
か
ら
２
８
年
度
に
か
け
て
「中
継
輸
送
実
証

実
験
モ
デ
ル
事
業
」を
実
施

○
モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て
、
中
継
輸
送
の
実
施
に
当
た
っ
て

の
具
体
的
な
課
題
が
明
ら
か
に

・
中
継
輸
送
を
行
う
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
が

十
分
で
な
い
こ
と

・
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
同
士
が
交
わ
す
協
定
書
の
項
目
が
明
確
で

な
い
こ
と

等

平
成
２
９
年
３
月
に
、
中
継
輸
送
の
実
施
に
当
た
っ
て

検
討
す
べ
き
事
項
や
必
要
と
な
る
資
料
等
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
手
引
書
を
作
成

【
手
引
書
の
項
目
】

・
中
継
輸
送
の
実
施
ル
ー
ル

・
中
継
輸
送
の
枠
組
み

・
中
継
輸
送
の
運
用
の
詳
細

※
協
定
書
の
項
目
例
等

手
引
書
の
作
成

○
各
都
道
府
県
等
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
協
同
組
合
に

対
し
、
中
継
輸
送
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
担
う
よ
う

働
き
か
け
る

○
上
記
の
手
引
書
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

説
明
会
等
を
通
じ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
利
用
を

促
し
て
い
く

周
知
・
支
援
等

大
阪
工
場

名
古
屋
営
業
所

東
京
営
業
所

日
帰
り

日
帰
り

マ
ッ
チ
ン
グ

ド
ラ
イ

バ
ー
状
況

車
両

状
況

荷
物

状
況

【
中
継
輸
送
の
イ
メ
ー
ジ
】

手
引
書
（
抜
粋
）

【
実
施
に
当
た
っ
て
の
課
題
】

【
普
及
・
実
用
化
に
向
け
た
取
組
】
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